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みんなで楽しく運動会！！

島田小で「第８回みなさんと島民運動会」

「釜石の奇跡」から学ぶ
防災・災害対策への取り組み

ピック
アップ



2平成29年12月号

「
釜
石
の
奇
跡
」か
ら
学
ぶ

防
災・災
害
対
策
へ
の
取
り
組
み

■問 

市
役
所
危
機
管
理
課
　
☎
０
８
８・６
８
４・１
２
１
７

　今から71年前の昭和21年12月21日、紀伊半島沖を震源とす
る昭和南海地震が発生し、高知県、徳島県、和歌山県などの
沿岸地域で主に津波により死者・行方不明者が1000人を超え
ました。また、本市でも市内各所で家屋の倒壊・半壊、田畑
の浸水のほか、地盤沈下などが発生し、大きな被害が出ました。
　そうした混乱期の中、本市は同地震から半年後の昭和22年
５月に市制を開始しました。それから70年、市制施行70周年を
迎えた本市では、今後30年以内に70%程度の確率で南海トラ
フ巨大地震が発生すると予測されており、地震などの災害に
備えて、防災対策が大きな課題となっています。
　本市では、このような節目の機会に、防災意識を高揚させ
ることを目的とした防災啓発事業を開催します。

▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。
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市民と市政をつなぐ情報紙

Naruto
広報なると

市民のうごき

　　世帯数  26,460世帯（+13）

　　人　口  58,744人（-23）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  15人　　女  11人
■ 死  亡　男  29人　　女  31人
■ 転  入　男  77人　　女  82人
■ 転  出　男  59人　　女  89人
※10月31日現在

島田小学校で10月29日、
島田地区自治振興会

や地域の方が主体となっ
て実施する、「第８回みな
さんと島民運動会」が開かれました。「吊ら
くっとうパン食べてみるで（パン食い競争）」や
「ちょっと貸してつか!!（借り物競争）」、「みん
なで玉入れしょうだぁ」など種目名をなじみや
すい阿波弁で表現。子どもから高齢者までの
幅広い世代が一緒に参加できる種目が好評で、
当日は市内外から約150人が参加しました。
各種目の参加者に大きな声援が飛び、会場は
にぎわっていました。

「表紙の写真」
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主催：鳴門市　　共催：国土交通省四国地方整備局、鳴門市教育委員会
後援：�徳島県、徳島県教育委員会、徳島大学環境防災研究センター、鳴門教育大学、徳島新聞社、NHK徳島放送局、
　　��四国放送、工フ工ム徳島、工フ工ムびざん、テレビ鳴門

　市では、震災時の家具転倒による事故などを防止
するために、一定の条件を満たす世帯に対して家具の
転倒防止器具の設置を無料で行っています。利用は 
１世帯１回までで、器具を設置する家具は９個以内です。
お申し込みは市役所危機管理課（☎088・684・1711）へ。
　転倒防止器具はホームセンターなどで購入できます 
ので、条件に該当しない家庭でも対策をお願いします。

【対象世帯】
　①65歳以上の方がいる世帯
　②要支援・要介護の認定を受けた方がいる世帯
　③身体障害者手帳の交付を受けた方がいる世帯
　④療育手帳の交付を受けた方がいる世帯
　⑤精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方がいる世帯
　⑥未就学児がいる世帯

家具転倒防止器具を設置します

■研究概要
　専門は災害社会工学。
　災害への危機管理対応、災害情報伝達、防災教育、避難誘導策のあり方などについて研究すると
ともに、地域での防災活動を全国各地で展開している。特に、釜石市においては、平成16年から児童・
生徒を中心とした津波防災教育に取り組んでおり、地域の災害文化としての災いを乗り越える知恵
や災害に立ち向かう主体的姿勢の定着を図ってきた。平成24年には、防災の功労者として2つの内閣
総理大臣表彰を受賞している。
　また、内閣府中央防災会議や中央教育審議会をはじめ、国・外郭団体・地方自治体の多数の委員
会、審議会に携わり、研究成果を紹介しながら防災行政の推進にあたっている。主な学会活動として、
日本災害情報学会副会長、日本自然災害学会理事がある。
■著書
　・「人が死なない防災」集英社新書
　・「3.11 釜石からの教訓 命を守る教育」 PHP研究所
　・「子どもたちに『生き抜く力』を〜釜石の事例に学ぶ津波防災教育〜」フレーベル館
　・「みんなを守るいのちの授業〜大つなみと釜石の子どもたち〜」 NHK出版

液
体
歯
ミ
ガ
キ

経
口
補
水
液

東京大学大学院情報学環
総合防災情報研究センター
特任教授
片田�敏孝氏

鳴門市市制施行70周年記念事業
撫養港海岸保全施設整備事業完成記念関連行事(パネル展同時開催)

これから30年、市制施行100周年に向かって今すべきこと
〜今後30年以内に70%程度の確率で発生する南海トラフ巨大地震に備えて〜

鳴門市文化会館
午後２時〜４時(予定) [開場：午後１時]

〒772-0003 鳴門市撫養町南浜字東浜24-712月16日土
災害時にも役立つ製品の紹介・配布

（数に限りがあります。）

今こそ、
生きる力について
みんなで一緒に
考えましょう

申込
不要

入場
無料

　震災前より釜石市内で防災教育に取り組み、釜石市内の
小中学生約3000人を無事に避難させ、「釜石の奇跡」を実現
に導いた、東京大学大学院特任教授の片田敏孝氏を講師と
してお招きし、東日本大震災で起こった地震・津波の恐ろし
さや津波避難で重要な避難３原則について講演いただきます。

「釜石の奇跡」を実現に導いた、
片田敏孝氏による防災意識啓発に
関する講演です。
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幼
　稚
　園

幼
稚
園
の
平
成
30
年
度

の
利
用
申
し
込
み

を
、
通
園
区
の
幼
稚
園
で

受
け
付
け
ま
す
。
提
出
書

類
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
間

　
12
月
１
日（
金
）～
28
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

▼ 

対
象
園
児

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る

市
内
在
住
の
幼
児

◇
年
長
児（
５
歳
児
）

（
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
25
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

◇
年
少
児（
４
歳
児
）

（
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
26
年
４
月
１

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

▼ 

提
出
書
類

①
入
園
願
書 

　
②
支
給
認
定
申
請
書

※
①
②
共
に
各
幼
稚
園
、
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
本
市
へ
転

入
し
た
方
は
、
提
出
書
類
に
加
え
平
成

29
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
を
し
て
い

た
市
区
町
村
発
行
の
所
得
課
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。

▼ 

入
園
説
明
会

　
平
成
30
年
１
月
17
日（
水
）に
各
幼
稚
園

で
実
施
予
定
で
す
。

保
育
所（
園
）

認
定
こ
ど
も
園（
保
育
認
定
）

保
育
所（
園
）と
認
定
こ
ど
も
園（
保
育
認

定
）の
平
成
30
年
度
の
利
用
申
し
込
み

を
、
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課
ま
た
は
利

用
希
望
の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。
提

出
書
類
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚
園
機
能
と

保
育
所
機
能
を
併
せ
持
っ
た
施
設
で
す
。

▼ 

申
込
期
間

　
12
月
１
日（
金
）～ 

28
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

▼
対
象
児

　

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
し
て
い
る

市
内
在
住
の
家
庭
で
、
保
護
者
が
仕
事
な

ど
の
理
由
に
よ
り
日
中
に
家
庭
で
保
育
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

▼ 

提
出
書
類

①
申
込
書

②
保
育
の
実
施
が
必
要
な
こ
と
を
証
明
す

る
書
類（
就
労
証
明
書
、
求
職
活
動
申

立
書
な
ど
）

※
①
②
共
に
各
保
育
所（
園
）、
認
定
こ
ど

も
園
、
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課
で

配
布
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
本
市
へ
転

入
し
た
方
は
、
提
出
書
類
に
加
え
29
年

１
月
１
日
に
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市

区
町
村
発
行
の
所
得
課
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。

問

公
立
私
立
保
育
施
設
・
市
立
幼
稚
園
の

利
用
申
し
込
み

保
育
施
設
…
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課�

☎
０
８
８･

６
８
４･

１
２
０
９

幼
　稚
　園
…
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課�

☎
０
８
８･

６
８
６･

８
８
０
２

平成30年度
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☆ 私立認定こども園（保育認定）
施設名 募集

（人） 対象年齢 所在地 電話 （088）

幼保連携型
認定こども園
ＩＺＵＭＩ

8

２カ月
〜
就学前

高島 687・0616

認定こども園
さら 23 南浜 685・3458

認定こども園
すくすく 16 大谷 689・3733

※教育認定児の申し込み（満３歳以上）は施設にお問
　い合わせください。

☆ 公立保育所
施設名 募集

（人） 対象年齢 所在地 電話 （088）

瀬戸保育園 14
２カ月
〜
就学前

堂浦 688・0415
中央保育所 20 斎田 686・2846
林崎保育所 26 林崎 686・3090
みどり保育所 15 市場 689・1386

※対象年齢は全て平成30年４月１日現在。
※募集人数は12月１日現在。変更になる場合あり。

☆ 私立保育所（園）
施設名 募集

（人） 対象年齢 所在地 電話 （088）

明神善隣館保育所 21

２カ月
〜
就学前

明神 688・0582

うずしお保育園 36 斎田 686・9227

岡崎保育所 ６ 弁財天 686・4695

桑島保育所 10 大桑島 685・7896

里浦ちどり保育所 17 里浦 685・0249

正興寺保育園 18 斎田 686・1188

すみれ保育園 7 大幸 685・0055

つくし保育所 27 立岩 686・1214

板東みやま保育園 ６ 板東 689・3300

板東ゆたか保育園 11 板東 689・3322

矢倉乳児保育園 10
２カ月〜
２歳６カ
月

矢倉 685・6364

矢倉保育園 29 ６カ月〜
就学前 矢倉 686・9469

☆ 幼稚園
園名 所在地 電話 

（088） 通園区

撫養幼稚園 斎田 686・4093 撫養町斎田、市
いちきしまひめ

杵島姫神社以東の
南浜、大津町吉永の新池住宅地区

精華幼稚園 立岩 686・4558 林崎、立岩、弁財天、岡崎、北浜

黒崎幼稚園 黒崎 686・9478 撫養町黒崎、瀬戸町明神字弐軒家
および楠谷

桑島幼稚園 大桑島 686・9479 大桑島、小桑島

第一幼稚園 木津野 686・3453
市杵島姫神社以西の撫養町南浜、
木津、大津町徳長、長江、矢倉、
木津野、吉永、備前島の一部

里浦幼稚園 里浦 686・2448 里浦町全地区

鳴門東幼稚園 土佐泊浦 687・0828 土佐泊浦

成稔幼稚園 高島 687・1679 三ツ石、高島

明神幼稚園 明神 688・1244 瀬戸町、北灘町

大津西幼稚園 大代 686・0425 大津町大代、大幸、段関、備前島、
大麻町姫田字小森下および小森山路

堀江北幼稚園 大谷 689・2220 姫田、大谷、池谷、松村、高畑

堀江南幼稚園 西馬詰 689・1422 牛屋島、東・西・中馬詰、市場

板東幼稚園 板東 689・1437 萩原、板東、桧、川崎、三俣、津慈

※入園には通園区が定められています。（一部、共通区域あり）

▼ 

通
常
保
育

【
保
育
時
間
】月
・
火
・
木
・
金
曜
日
は
午

前
８
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
。
水
曜
日

は
午
前
８
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
。

【
保
育
料
】所
得
に
応
じ
た
額
。
決
ま
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
給
食
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
な
ど
が
別
途
必

要
で
す
。

▼ 

一
時
預
か
り
保
育

　
一
時
預
か
り
保
育
と
は
、
通
常
保
育
時

間
終
了
後
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る
教
育

課
程
外
の
教
育
活
動
の
こ
と
で
す
。

※
堀
江
南
幼
稚
園
で
は
一
時
預
か
り
保
育

を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
近
隣
の
児

童
館（
市
場
川
崎
児
童
館
）へ
入
所
可
能

で
す
。

【
保
育
時
間
】通
常
保
育
終
了
か
ら
午
後
６

　
時
ま
で
。

【
保
育
料
】保
育
料
、
お

や
つ
代
、
教
材
費
な

ど
が
別
途
必
要
で
す
。

（
詳
細
は
入
園
説
明
会

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）
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Ｑ1
　私
た
ち
の
生
活
習
慣
や
社
会

の
し
き
た
り
に
つ
い
て
深
く
考

え
、
見
直
し
を
し
て
い
く
こ
と
が
、

ど
う
し
て
同
和
問
題
の
解
決
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

A
　私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
古

く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
素
晴
ら
し
い
生
活
の
知
恵

や
社
会
的
ル
ー
ル
な
ど
、
今
後
も
伝

え
て
い
く
べ
き
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、「
昔
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
か
ら
」、「
み
ん
な
が
し
て
い

る
か
ら
」、
と
何
の
疑
問
も
持
た
ず
に

信
じ
込
ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
に
何
も
疑
わ
な
い
で
信

じ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
人
を
束

縛
し
た
り
、
差
別
に
つ
な
が
る
感
情

や
意
識
が
潜
ん
で
い
た
り
す
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
何
の
根
拠
や
理
由
も

な
い
こ
と
を
盲
信
し
た
り
、
他
の

人
々
に
押
し
つ
け
た
り
せ
ず
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
本
当
に
そ
う
な

Ｑ1
　人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
、
ど
う
し
て
同

和
問
題
を
重
要
な
柱
と
し
て
捉
え
、

取
り
組
む
の
で
す
か
？

A
　
本
市
で
は
、長
年
に
わ
た
り
、

学
校
や
地
域
で
同
和
教
育
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
同
和
問
題
の
完

全
解
決
を
中
心
課
題
と
し
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
向
け
、
同

和
問
題
以
外
の
幅
広
い
人
権
問
題
に

も
、
視
野
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。
同

和
教
育
は
、学
習
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
、
人
権
問
題
に
関
す
る
知
識
を
得

る
だ
け
で
な
く
、差
別
に
苦
し
む
人
々

の
思
い
や
願
い
を
深
く
理
解
す
る
こ

と
も
大
切
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
人
権
教
育
と
い
う
、
さ
ら
に
大
き

な
枠
組
み
の
中
に
お
い
て
も
、
そ
の

手
法
は
、
大
変
効
果
的
で
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
学
習
す
る
上
で
基
本

と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
和
教
育

　
広
報
な
る
と
11
月
号
で
は
、
昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た「
部
落
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
同
和

教
育
の
成
果
に
も
触
れ
な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
を
推
進
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
同
和
問
題
を
柱
と
し
て
、
そ
の
解
決
を
よ
り
強

く
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

や
偏
見
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習

慣
や
社
会
の
し
き
た
り
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
、
見
直
し
て
い
く

機
会
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
の
も
と
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
お
伝

え
し
ま
す
。

の
だ
ろ
う
か
」と
考
え
て
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
、
同
和
問
題
の
早
期
解

決
へ
と
つ
な
が
る
の
で
す
。

Ｑ2
　具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
見
直
し
て
い
け
ば
よ
い

の
で
す
か
。

A
　例
え
ば
、「
結
婚
式
は
、
大た
い
安あ
ん

の
日
を
選
ぶ
」、「
お
祝
い
事
は
、

仏ぶ
つ

滅め
つ

の
日
を
さ
け
る
」と
い
う
こ
と

が
、
日
常
生
活
の
中
で
よ
く
言
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
中
に
出
て
く
る「
大

安
」、「
仏
滅
」と
い
う
言
葉
は
、「
先さ
き

勝が
ち
」、「
先さ
き
負ま
け
」、「
友と
も
引び
き
」、「
赤し
ゃ
っ
こ
う口」と
合

わ
せ
て『
六ろ
く
曜よ
う
』と
呼
ば
れ
、
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
に
生
活
に
溶
け
込

ん
で
い
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
の『
六
曜
』は
、
中
国

が
由
来
の
暦こ

よ
みの

一
種
で
、
科
学
的
根

拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、

一
週
間
が『
七
曜
』の
現
在
の
社
会
に

も
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
す
。
最
近
で

は
、
こ
の『
六
曜
』を
人
権
の
視
点
か

ら
見
直
そ
う
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ3
　『六
曜
』以
外
に
は
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
見
直
し
て
い
け
ば

よ
い
の
で
す
か
。

A
　例
え
ば
、「
北
枕
で
寝
る
と
縁

起
が
悪
い
」、「
葬
式
を
見
た
ら

親
指
を
隠
せ
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
迷め

い

信し
ん

や
俗ぞ

く

信し
ん

と
も
呼
ば
れ
、『
六
曜
』と
同
じ
く
、

何
の
根
拠
や
理
由
も
な
い
こ
と
を
周

り
の
状
況
や
雰
囲
気
に
惑
わ
さ
れ
て
、

科
学
的
解
明
を
し
な
い
ま
ま
人
々
が

信
じ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

迷
信
や
俗
信
の
中
に
は
、
人
を
差
別

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
根
拠
の
な
い
考
え
方
が
社
会
の

意
識
と
し
て
広
が
る
と
、
偏
見
を
持
っ

た
人
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。
ま

た
、
根
拠
の
な
い
不
合
理
な
こ
と
に

振
り
回
さ
れ
る
態
度
は
、
差
別
を
温

存
・
助
長
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
、
見
直
し
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
習
慣
や
社
会

の
し
き
た
り
を
見
直
そ
う

　『
人
権
尊
重
の
ま
ち
鳴
門
』の
実

現
は
、
い
ま
だ
根
強
く
、
厳
し
く

残
っ
て
い
る
同
和
問
題
の
完
全
解

決
な
く
し
て
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
市

民
一
人
ひ
と
り
が「
部
落
差
別
を
絶

対
に
許
さ
な
い
」と
い
う
強
い
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
物

事
を
も
っ
と
科
学
的
に
考
え
、
不

合
理
な
も
の
、
不
当
な
も
の
が
生

活
習
慣
や
社
会
の
し
き
た
り
の
中

に
あ
る
こ
と
を
、
主
体
的
に
見
つ

め
直
し
、
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
と
も
に
努
力
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

同
和
問
題
を
重
要
な
柱
と
し
た

人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進

問�
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人
権
課
　
☎
０
８
８・６
８
６・８
８
０
３

　�

市
役
所
人
権
推
進
課
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
８・６
８
４・１
１
４
８

私たちの私たちの

【日　時】12月８日（金） 午後２時〜４時
【場　所】うずしお会館２階  第一会議室
第一部
　小・中・高・大学生による人権問題に関する作文発表
第二部
　人権問題講演会
　演題：同和教育・人権教育の現状と課題
　講師：阿形 恒秀氏（鳴門教育大学教授）

’17 ヒューマンライツメッセージなると
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　み
な
さ
ん
は
、
字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
か
。

　二
年
生
始
め
の
人
権
学
習
で
タ
イ
語
の
問

診
票
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
雰
囲
気
で
何
と
な

く
読
む
ぐ
ら
い
は
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
見
る
と
、
読
む
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
名
前
さ
え
書
く
こ

と
も
で
き
ず
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
問
診
票

を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
病

院
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に

学
級
の
み
ん
な
か
ら
は
、
本
や
新
聞
が
読
め

な
い
、
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
が
わ
か
ら
な
い
、
標

識
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
た
く
さ
ん
困
る
こ
と
や

不
便
な
こ
と
が
だ
さ
れ
て
、
こ
れ
で
は
、
生
き

て
い
け
な
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
小
学
生

の
時
に
、
地
域
学
習
を
し
て
、
識
字
学
級
で

勉
強
し
て
い
る
方
の
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
私
は
、
初
め
て
文
字
が
生
き

て
い
く
た
め
に
と
て
も
大
切
な
も
の
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。

　次
の
時
間
、
私
た
ち
は
識
字
学
級
の
あ
る

立
岩
集
会
所
に
、
識
字
に
つ
い
て
お
話
を
聞

き
に
行
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら
、
識
字

学
級
の
生
徒
さ
ん
は
部
落
差
別
が
原
因
で
、

子
ど
も
で
も
家
族
の
た
め
に
働
き
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
学
校
に
行
き
た

く
て
も
い
じ
め
ら
れ
て
行
け
な
か
っ
た
こ
と
、

大
人
に
な
っ
て
も
、
就
職
差
別
に
あ
っ
て
就
き

た
い
仕
事
に
就
け
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
識
字
と
は
字
を
学
ぶ

だ
け
で
な
い
、
普
通
の
生
活
を
手
に
入
れ
る

こ
と
、
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
と
、
そ

れ
ま
で
下
ば
か
り
向
い
て
い
た
生
き
方
か
ら
、

顔
を
上
げ
て
、
上
を
向
い
て
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　私
は
文
字
が
読
め
な
く
て
、
下
ば
か
り
向

い
て
生
き
て
い
た
な
ん
て
、
ど
ん
な
に
不
安

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
そ
れ
を
何
十
年
も
過
ご
し

て
き
た
な
ん
て
、
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

差
別
さ
れ
苦
し
い
人
生
を
送
っ
て
き
た
人
た

ち
に
と
っ
て
、
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
こ

と
は
、
下
を
向
い
て
い
る
人
の
顔
を
上
げ
さ

せ
る
、
人
の
生
き
方
を
変
え
る
、
も
の
す
ご

い
力
が
あ
る
の
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
自
身
に
自
信
が
も
て
て
、
明
る
く
、

あ
た
り
ま
え
の
人
生
が
送
れ
る
よ
う
に
な
る
。

識
字
学
級
は
本
当
に
大
切
な
も
の
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。

　ま
た
、
立
岩
識
字
学
級
の
生
徒
だ
っ
た
児

玉
さ
ん
の｢

生
き
ざ
ま｣

と
い
う
作
文
を
読
み
、

｢

識
字
が
ん
ば
ろ
な｣

の
ビ
デ
オ
も
観
ま
し
た
。

作
文
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
働
き
に
出
て

苦
労
し
た
こ
と
や
、
文
字
の
読
み
書
き
が
で

き
な
い
こ
と
の
悔
し
さ
、
周
り
の
人
か
ら
の
冷

た
い
態
度
に一
人
泣
い
た
こ
と
、
誰
に
も
相
談

が
で
き
な
く
て
死
に
た
い
と
苦
し
ん
だ
こ
と
、

楽
し
み
や
喜
び
が
な
か
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　け
れ
ど
識
字
学
級
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
い
、
一
緒
に
学
ぶ
仲
間
が
で

き
た
こ
と
や
、
同
じ
目
標
を
持
っ
て
、
辛
い

こ
と
も
そ
の
仲
間
と一
緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。｢

仲
間
が
で

き
た｣

と
い
う
こ
と
ば
か
ら
、
仲
間
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
仲
間
が
い
た
か
ら
あ
の
笑

顔
が
あ
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
私
に
も

共
通
の
目
標
を
め
ざ
し
て
頑
張
る
仲
間
、
時

に
は
負
け
た
く
な
い
と
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

た
り
、
支
え
て
く
れ
た
り
も
す
る
仲
間
で
す
。

ど
ん
な
と
き
に
も
、
こ
の
仲
間
を
も
っ
と
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
、
生
き
た
い
と
い
う
理
由
が
で
き
て
、
前

向
き
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
笑
顔
で
お
話
し
す
る
児
玉
さ
ん
た
ち
か

ら
、
文
字
の
読
み
書
き
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
生
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
り
、
希
望
に

あ
ふ
れ
、
人
と
し
て
の
幸
せ
を
つ
か
め
る
こ
と

な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　さ
ら
に
児
玉
さ
ん
の
こ
と
ば
と
姿
か
ら
、 

｢

差
別
を
な
く
し
た
い
。｣

と
い
う
強
い
訴
え
を

感
じ
ま
し
た
。
今
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
い

う
事
実
、
部
落
差
別
は
絶
対
に
許
せ
な
い
と

い
う
思
い
、
そ
れ
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い

と
い
う
願
い
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
の
学

習
で
私
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

現
在
も
学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
ず
、
文

字
の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
が
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
て
、
身
近
に
あ
る
偏
見
や
差

別
に
気
付
け
る
よ
う
に
努
力
を
し
ま
す
。
そ

し
て
児
玉
さ
ん
や
立
岩
集
会
所
の
方
々
の
よ

う
に
、
周
り
の
人
に
今
も
部
落
差
別
が
あ
る

こ
と
、
理
不
尽
な
差
別
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
正
し
い
こ
と
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
私
は
、
差
別
に
よ
っ
て

苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の
支
え
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　差
別
の
な
い
す
べ
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
に
、
私
も
小

さ
な
こ
と
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

私たちの私たちの

※意見発表は、原文のまま掲載しています

第二中学校２年
和田津 朋花さん

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に

　
今
年
７
月
に
行
わ
れ
た「
鳴
門
市
中
学
校
人
権
問
題
意
見
発
表
会
」で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
第
二
中
学
校
の
和
田
津
朋
花
さ
ん
の
意
見
発
表
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
作

文
は
12
月
８
日（
金
）に
行
わ
れ
る「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
る
と
」で
も

発
表
さ
れ
ま
す
。

中
学
生
の
人
権
問
題
意
見
発
表
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部門別職員数の状況と主な増減理由　　�����������（各年４月１日現在）
区　分 平成28年 平成29年 増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議　　 会 7人 7人 0人
総務企画 104人 100人 ▲4人 職員削減
税　　 務 23人 22人 ▲1人 職員削減
民　　 生 71人 71人 0人
衛　　 生 76人 74人 ▲2人 欠員不補充
農林水産 11人 12人 1人 業務の増加
商　 工 15人 14人 ▲1人 兼務による減
土　 木 37人 34人 ▲3人 欠員不補充
小　 計 344人 334人 ▲10人

特
別
行
政

部
門

教　 育 117人 110人 ▲7人 欠員不補充
消　 防 73人 74人 1人 消防吏員新規採用
小　 計 190人 184人 ▲6人

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　 道 20人 20人 0人
下� 水� 道 9人 8人 ▲1人 職員削減
そ� の� 他 43人 43人 0人
小　 計 72人 71人 ▲1人

合　　　計 606人 589人 ▲17人

（1）�期末手当・勤勉手当　　　　　　　　　　　　（平成28年度）
鳴門市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 0.80月分 ６月期 1.225月分 0.80月分
12月期 1.375月分 0.90月分 12月期 1.375月分 0.90月分
計 2.60月分 1.70月分 計 2.60月分 1.70月分

（3）�特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　�����（平成28年度）
支給職員１人当たり
平均支給年額（28年度決算） 12万9,569円

職員全体に占める手当
支給職員の割合 全職種　29．2％

手当の種類（手当数） 14手当
支給額の多い手当 クリーンセンター従事職員の手当
多くの職員に支給されている手当 保育所、消防職員の手当

（4）�時間外勤務手当　　　　　　（平成28年度決算）
支 　 給 　 実 　 績 １億9,521万円
職員１人当たり平均支給年額 45万2,923円

（2）�退職手当　　　　　　　　　　　��　��（平成29年４月１日現在）
鳴門市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分 勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分 勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分 勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分 最高限度額 49.59月分 49.59月分
１人当たり
平均支給額 1,025万円 1,813万円
※退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に　
　係る職員に支給された平均額です。

（5）�特別職の報酬等の状況　　　　　��　����（平成28年４月１日現在）
区　分 給料月額など

市 　 長 給
料

80万4,600円
期
末
手
当

（平成28年度支給割合）
　６月期　1.4月分
　12月期　1.55月分

副 市 長 　66万4,020円
議 　 長

報
酬

47万7,000円
副 議 長 41万1,000円
議 　 員 38万9,000円
※市長・副市長の給料は減額後（市長10％、副市長７％）の額です。

職員の福祉および利益の保護  （平成 28 年度）

（1）�健康診断の状況
　一般定期健康診断の受診者数は96人、人間ドッ
クの受診者数は304人でした。※人間ドックは徳島
県市町村職員共済組合・互助会および鳴門市職員
共済会からの助成があります。
（2）�公務災害、通勤災害の認定状況
　認定された公務災害は６件、
通勤災害は１件でした。
（3）�措置要求、不服申立の状況
　給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措
置の要求は０件、懲戒処分などに関する不服申
立は１件でした。

職　員　の　服　務
　職員は、職務専念義務や法令遵守、守秘義務、
信用失墜・争議行為の禁止、営利企業などへの従
事・政治的行為の制限などが課せられています。

（2）�各種休暇の取得状況（平成28年）
　休暇の種類は、年次有給休暇、結婚休暇、産
前休暇、産後休暇、配偶者出産休暇、家族看護
休暇、介護休暇（無給）などがあります。
　取得状況は、年次有給休暇の平均取得日数が職
員１人当たり9.1日、育児休業取得者数が20人です。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間の状況【標準的なもの】�（平成28年4月1日現在）
１週間の�
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15 60分 土・日曜日

職員の分限処分および懲戒処分の状況
　分限処分とは、職員がその職責を果たすことが
期待できない場合になされる不利益処分です。平
成28年度は心身の故障により６人が休職の分限処
分を受けました。
　懲戒処分は、職員の義務違反に対し地方公共団
体の規律と公務遂行の秩序を維持する目的で、一
定の義務違反に対して、その道義的責任を負わせ
る不利益処分であり、その種類は免職、停職、減給、
戒告があります。平成28年度は、免職２人、停職１
人、減給４人、戒告２人が懲戒処分を受けました。

職員の研修および勤務成績の評定
（1）�職員の研修
　市では、職員の勤務能力増進を図るため、各種
の研修を実施しています。平成28年度は市主催の
研修を19講座開き、延べ4,163人が受講しました。
その他、県主催の研修への参加や、派遣研修など
を行っています。
（2）�人事考課制度
　職員の育成や活用、公正な処遇を実現するため
の基礎資料とするため、職員の勤務成績の評定を
行っています。

　  職員の手当の状況

　  職員数（一般職）の状況

４

５

　詳しくは市公式ウェブサイト
（「市政の情報」→「施政方針」
→「人事行政の運営等の状況」）
をご覧ください。
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　本市の再任用職員は週31時間以内の短時間
勤務職員として任用しており、給料月額は14万9,520円～
21万9,040円、期末勤勉手当の年間支給月数は2.25月（平
成28年度）となっています。

職　名 主 事 保育士 技 師 調理員 幼稚園教諭 計
平成28年 5人 5人 4人 2人 2人 18人
平成29年 6人 5人 2人 1人 6人 20人

（各年４月１日現在）

（2） 職員の選考審査の状況　 　     （平成29年４月１日採用者）
区　　分 申込者数 受験者数 採用者数 競争率

幼 稚 園 教 諭 45人 39人 5人 7.8倍

（3） 退職の状況　　　　　　　　　　　　　 （平成28年度）
定年退職 その他 合　　計

31人 7人 38人

　職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じており、市の条例によって定められています。

（1） 人件費の状況（普通会計決算）
区　　分 平成28年度

住民基本台帳人口（28年度末） 58,999人
歳 出 額 A 242億4,517万円
実 質 収 支 ５億1,500万円
人 件 費 B 47億8,151万円
人 件 費 率（Ｂ／Ａ） 19.7％（27年度は19.2％）

（3） ラスパイレス指数の状況　 　　　　（各年４月１日現在）

ラスパイレス指数
※国家公務員の給与水準を100と
　した場合の地方公務員の給与水
　準を示す指数

平成27年 平成28年

94．8 95.0

（5） 一般行政職員の初任給の状況 　　　（各年４月１日現在）

区　　　分 鳴門市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

大
学
卒

平成28年 17万8,200
円

19万100
円
17万8,200

円
19万100

円平成29年
高
校
卒

平成28年 14万6,100
円
15万4,500

円
14万6,100

円
15万4,500

円平成29年

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年
大
学
卒

平成28年 24万4,507円 29万1,438円 34万551円
平成29年 24万7,263円 29万587円 33万7,236円

高
校
卒

平成28年 － 24万5,000円 29万2,300円
平成29年 － 28万4,100円 29万9,500円

(6) 一般行政職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（各年４月１日現在）

（2） 職員給与費の状況（各年度普通会計予算）
区　　分 平成28年度 平成29年度

職 員 数 A 539人 526人

給
与
費

給 　 料 19億3,523万円 18億7,331万円
職 員 手 当 ４億6,868万円 ４億4,697万円
期 末・ 勤 勉 手 当 ７億5,046万円 ７億4,506万円
計 B 31億5,436万円 30億6,534万円

１人 当 たり給 与 費（Ｂ/Ａ） 585万円 583万円
※１ 職員手当には退職手当を含んでいません。
　２ 職員数および給与費は当初予算に計上された数値です。

～開かれた行政を目指して～

事行政の運営状況人
　市では、人事行政の公正性・透明性を高めるために、平
成17年に「鳴門市人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例」を施行して以来、市職員の給与や定員管理、任免などの
人事行政の運営状況を市民の皆さんに公表しています。

（平成29年４月１日採用者）

区　　分 申込者数 受験者数 採用者数 競争率
（上級）一般行政事務職 81人 60人 8人 7.5倍
（初級）一般行政事務職
＜ チ ャ レ ン ジ 枠 ＞ 14人 11人 2人 5.5倍

（上級）土 木 技 術 職 5人 4人 0人 ー 倍
（上級）土木技術職※再募集 6人 6人 1人 6.0倍
保 健 師 10人 6人 1人 6.0倍
管 理 栄 養 士 17人 16人 2人 8.0倍

（初 級） 消 防 職 13人 8人 2人 4.0倍

　  職員の任免状況

　  再任用職員の任用状況

　  職員の給与

（4） 職員の平均年齢と平均給料・給与月額 （各年４月１日現在）
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般
行政職

平成28年 40.44歳 29万4,204円 38万3,718円
平成29年 40.18歳 29万3,095円 38万8,713円

技能
労務職

平成28年 52.87歳 31万2,062円 36万3,285円
平成29年 53.13歳 31万6,404円 36万2,444円

※平均給料…職員の基本給の平均　平均給与…給料月額と毎月
　支払われる諸手当の額を合計したものの平均

１

３

２

問 市役所人事課 ☎088・684・1122

（1） 職員の採用試験の状況　 　     （平成28年７月１日採用者）
区　　分 申込者数 受験者数 採用者数 競争率

（上級）一般行政事務職
＜ 学 芸 員 ＞ 4人 3人 1人 3.0倍
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市からのお知らせ
City_information

国
民
健
康
保
険
に
加
入
・
脱

退
す
る
と
き
は
届
け
出
が

必
要
で
す
。

◆
加
入
の
届
け
出
が
必
要
な
人

　
国
民
健
康
保
険
は
74
歳
ま
で

の
人
で
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

し
て
い
る
人
を
除
く
全
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
現
在
、

退
職
な
ど
の
理
由
で
社
会
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
脱
退
の
届
け
出
が
必
要
な
人

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
新
た
に
社
会
保
険
に
加
入
し

た
人
・
被
扶
養
者
と
し
て
認
定

さ
れ
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
届
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
社
会
保

険
と
国
民
健
康
保
険
の
両
方
で

保
険
料
を
納
め
て
い
る
状
態
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に

　
な
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
加

入
者
が
い
る
場
合
、
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
扶
養
の
認
定
が
で
き
る

か
ど
う
か
、
勤
務
先
に
相
談
し
て

か
ら
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険資格の適正な運用を
12月は「国民健康保険適用適正化強化月間」

市指定ごみ袋を無償交付します
市民税非課税世帯で条件を満たす世帯が対象

ごみ袋無償交付

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち

左
表
に
該
当
す
る
世
帯

に
、
指
定
ご
み
袋
70
枚（
燃
や
せ

る
ご
み
40
枚
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
20
枚
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
10
枚
）を
交
付
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
証
書
、
手
帳
を

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
は
代
理
人
で
も

で
き
ま
す
が
、
本
人
と
代
理
人

の
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）が
必
要
で
す
。

【
日
　
時
】12
月
12
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
18
日（
月
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

【
場
　
所
】市
役
所
本
庁
１
階

　
　
　
　
第
一
会
議
室

 問 市クリーンセンター廃棄物対策課 ☎683・7573

 問 市役所保険課 ☎684・1360

特定健診を忘れていませんか？
受診券の有効期限は12月31日（日）まで

問 市役所保険課 ☎684・1204

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め

に
、
年
に
一
度
は
体
の
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。
健
診
当
日

は
、
特
定
健
康
診
査
・
頸け

い
ぶ部

エ

コ
ー
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
日
時
】12
月
16
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

【
場
所
】市
消
防
庁
舎
前
、

　
　
　
市
消
防
本
部
３
階
会
議
室

【
対
象
】40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

鳴
門
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者

【
定
員
／
自
己
負
担
額
】40
人
程

度（
下
記
ヤ
ン
グ
健
診
を
含

む
）／
千
円

【
準
備
物
】特
定
健
診
受
診
券

（
紛
失
し
た
場
合
は
保
険
課

で
再
発
行
し
ま
す
）、
被
保

険
者
証
、
問
診
票（
申
し
込

み
後
に
送
付
）

【
申
し
込
み
】12
月
12
日（
火
）ま

で
に
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
上
、
市
役
所
保
険
課
へ
。

◆
ヤ
ン
グ
健
診
も
同
日
・

　
同
時
刻
に
実
施
し
ま
す

　
健
診
内
容
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
は
上
記
の
特
定
健
診
と
同

じ
で
、
30
歳
以
上
40
歳
未
満
の

方
が
受
診
で
き
ま
す
。

※
特
定
健
診
受
診
券
は
、
ヤ
ン

グ
健
診
で
は
不
要
で
す
。

条　件
【市民税非課税世帯のうち】

申請に
必要なもの

袋の
サイズ

① 実際に１人暮らしをしている70歳以上
（平成29年12月18日現在）の方 印　鑑 小

② 児童扶養手当、特別児童扶養手当受給
世帯 印鑑、手当証書

中

③身体障害者手帳１・２級を持つ人が属
　する世帯 印鑑、手帳

④精神障害者保健福祉手帳１級を持つ人
　が属する世帯 印鑑、手帳

⑤療育手帳Ａを持つ人が属する世帯 印鑑、手帳

⑥生活保護受給世帯（１人暮らし70歳以
　上の方は袋サイズ小） 印　鑑

※大麻町にお住まいで、条件①に該当する住民税申告済みの方のみ、
　板東連絡所でも申請できます。
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郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

クリスマスにちなんだイベントなどを開催
ドイツ館・賀川豊彦記念館 各種イベント

イベント

平
成
29
年
度
狩
猟
免
許
試
験

が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

【
場
　
所
】県
徳
島
合
同
庁
舎

　（
徳
島
市
新
蔵
町
１
丁
目
67
）

◦
第
３
回  

　
平
成
30
年
１
月
28
日（
日
）

　
午
前
10
時
～

【
申
込
期
限
】

　
平
成
30
年
１
月
15
日（
月
）

◆
試
験
初
心
者
講
習
会

　
試
験
に
先
立
ち
、
試
験
初
心

者
講
習
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
両
講
習
会
共
に
定
員

は
50
人（
先
着
順
）で
、
申
込

期
限
は
12
月
25
日（
月
）ま
で 

で
す
。

【
場
　
所
】県
猟
友
会
事
務
所

　（
徳
島
市
南
仲
之
町
４
丁
目
18
）

■
わ
な
猟

【
日
　
時
】

　
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
第
１
種
・
第
２
種
銃
猟

【
日
　
時
】

　
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
詳
し
く
は
、

市
役
所
農
林

水
産
課
ま
た

は
県
東
部
農

林
水
産
局
徳
島
庁
舎
へ
。
申

請
書
な
ど
は
同
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

狩猟免許試験と試験初心者講習会

県東部農林水産局徳島庁舎 ☎626・8582
問 市役所農林水産課 ☎684・1154

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
防
疫
の
た
め
、
市
内

の
愛
が
ん（
ペ
ッ
ト
）鳥
の
飼
育

状
況
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
、
市
で
現
在
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
愛
が
ん
鳥
を
飼

育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
12
月
15

日（
金
）ま
で
に
市
役
所
農
林
水

産
課
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 市役所農林水産課 ☎684・1154

愛がん鳥の飼育状況を調査中です
対象となる鳥を飼われている方は報告を

【
対
象
と
な
る
鳥
の
種
類
】

屋
外
で
飼
育
し
て
い
る
鶏
、

ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
七
面
鳥
、

キ
ジ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
で
、
野

鳥
や
そ
の
糞ふ

ん

と
接
す
る
機
会

が
あ
る
鳥

【
報
告
事
項
】住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
鳥
の
種
類
・
羽
数

◆
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル

　
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策

　
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置
に
よ
り

野
鳥
と
接
触
し
な
い
よ
う
注
意

し
、
鶏
舎
な
ど
の
掃
除
と
消
毒

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
野
鳥
対
策
と
同
様
に
、

ネ
ズ
ミ
の
侵
入
も
防
止
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ド
イ
ツ
館
イ
ベ
ン
ト

▼
Ｗヴ

ァ

イ

ナ

ハ

テ

ｅ
ｉ
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ 

Ｋコ

ン

ツ

ェ

ル

ト

ｏ
ｎ
ｚ
ｅ
ｒ
ｔ 

〜
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
in
ド
イ
ツ

館
〜
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
と

共
に

　
聖
歌
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し
い

曲
を
中
心
に
、
オ
ペ
ラ
の
名
曲
も

披
露
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
館
で

音
楽
と
と
も
に
ク
リ
ス
マ
ス
気
分

を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

【
日
　
時
】12
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
３
時
～

　（
開
場
：
午
後
２
時
30
分
）

【
場
　
所
】同
館
１
階
大
ホ
ー
ル

【
費
　
用
】大
人
５
０
０
円
、
小・

中
学
生
１
５
０
円（
入
館
料
）

▼
ド
イ
ツ
館
の
ク
リ
ス
マ
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
１
７

　
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
か
か
せ
な
い

シ
ュ
ト
ー
レ
ン
ケ
ー
キ

や
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
、

ク
リ
ス
マ
ス
雑
貨
の
販
売
の
ほ
か
、

プ
チ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
コ
ン
サ
ー

ト
や
ミ
ニ
鉄
道
の
運
転
も
実
施
。 

そ
の
ほ
か
、
県
内
を
中
心
に
活
躍

す
る
企
業
な
ど
の
ブ
ー
ス
も
多
数

登
場
し
ま
す
。

【
日
　
時
】12
月
９
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
10
日（
日
）

　
午
前
11
時
～
午
後
６
時

【
場
　
所
】同
館
１
階
大
ホ
ー
ル
、

館
前
広
場

※
入
場
無
料
で
す
。

◆
賀
川
豊
彦
記
念
館

　
イ
ベ
ン
ト

▼
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

【
日
　
時
】12
月
２
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
　
所
】同
館
2
階
大
会
議
室

【
費
　
用
】２
０
０
円（
年
会
費
）

【
対
　
象
】幼
児
～
小
学
校
低
学

年
▼「
賀
川
豊
彦
に
関
す
る
作
文
」

お
よ
び「
わ
た
し
の
将
来
・ 

夢
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰
式
・

優
秀
作
品
発
表
会

【
日
　
時
】12
月
３
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
　
所
】同
館
2
階
大
会
議
室

【
費
　
用
】２
０
０
円（
入
館
料
）

▼
友
愛
読
書
会

　
〜
賀
川
豊
彦
を
読
む
会
〜

【
日
　
時
】12
月
9
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
　
所
】同
館
２
階

【
費
　
用
】２
０
０
円（
資
料
代
）

【
課
題
図
書
】「
壁
の
声
聞
く
と

き
」―
続
々
・
死
線
を
越
え

て
―

【
準
備
物
】筆
記
用
具

▼
賀
川
豊
彦
学
習
講
座

　『
賀
川
豊
彦
と
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
』

【
日
　
時
】12
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
費
　
用
】２
０
０
円

【
講
　
師
】同
館 

館
長 

岡
田
健

一
氏

 問 ドイツ館 ☎689・0099 賀川豊彦記念館 ☎689・5050
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◆
鳴
門
市
長
選
挙

　
無
投
票
の
お
知
ら
せ

　
11
月
26
日
執
行
の
鳴
門
市
長

選
挙
は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
候

補
者
が
一
人
で
あ
っ
た
た
め
、

公
職
選
挙
法
第
１
０
０
条
第
４

項
の
規
定
に
よ
り
、
無
投
票
に

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
11
月
27
日
に
選
挙
会

が
行
わ
れ
当
選
人
が
決
定
し
ま

し
た
。

【
届
け
出
の
あ
っ
た
候
補
者
】

　
泉
　
理
彦（
56
）　
無
所
属

◆
里
浦
土
地
改
良
区
総
代
総

選
挙

　
平
成
30
年
１
月
11
日（
木
）に

任
期
満
了
と
な
る
里
浦
土
地
改

良
区
総
代
総
選
挙
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

【
告
示
日
】12
月
19
日（
火
）

【
投
票
日
】12
月
26
日（
火
）

鳴門市長選挙 無投票のお知らせ・
里浦土地改良区総代総選挙　

問 市選挙管理委員会事務局 ☎684・1694

市
議
会
議
員
選
挙
の
当
選

者
は
、
広
報
１
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 問 ①市役所市民課 ☎684・1092

①
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

　
お
手
伝
い
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
必
要

な
顔
写
真
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

撮
影
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】12
月
19
日（
火
）午
前

　
８
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
申
請
補
助
を
希
望
す
る
方
は

身
分
証（
写
真
付
き
）ま
た
は

「
通
知
カ
ー
ド
」と
一
緒
に
届

け
ら
れ
た「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
」を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。（
要
事
前
予
約
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
申
請
時

　
の
送
付
用
封
筒

　
平
成
27
年
10
月
以
降
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
一
緒
に
届
い
た「
個

人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」の

返
信
用
封
筒
は
使
用
期
限
を
延

長
し
、平
成
31
年
5
月
31
日（
金
）

ま
で
切
手
不
要
で
そ
の
ま
ま
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お

け
る
情
報
連
携
の
本
格
運

用
の
開
始
に
つ
い
て

　
同
制
度
で
は
、
11
月
13
日
か

ら
国
や
自
治
体
が
行
政
手
続
き

に
必
要
な
個
人
情
報
を
や
り
と

り
す
る
情
報
連
携
の
本
格
運
用

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
行
政
手
続
き
で
必

要
だ
っ
た
書
類
を
省
略
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
役
所
の
各
担
当
課
へ
。

税に関する手続きは早めにしましょう 税の手続き

①
償
却
資
産
の
申
告

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
に
使

わ
れ
て
い
る
構
築
物
や
機
械
、

船
舶
、
車
両
、
工
具
な
ど
の
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
所
有
し
て
い
る
個

人
ま
た
は
法
人
事
業
者
に
は
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
12
月
上
旬
に
各
事

業
者
へ
送
付
し
ま
す
。
平
成
30

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
に
利

用
し
て
い
る
資
産
を
記
載
し
、

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税

担
当
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（e

エ
ル
タ
ッ
ク
ス

LTA
X

に
よ
る
電
子
申
告
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
よ
り
、
償
却
資
産
申
告
書
へ

個
人
番
号
お
よ
び
法
人
番
号
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
固
定
資
産
の
状
況
が

　
変
わ
っ
た
場
合
は
申
告
を

　
次
の
場
合
に
は
固
定
資
産
税

担
当
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
や

新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合

▼ 

相
続
や
売
買
で
、
登
記
を
し

て
い
な
い
家
屋
の
所
有
権
を

変
更
し
た
場
合

▼ 

住
宅
用
地（
居
住
用
の
住
宅
敷

地
）を
居
住
用
以
外
に
使
う

よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、
利
用

状
況
に
変
更
が
あ
る
場
合

③
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　
平
成
29
年
中
に
給
与
を
支
払

わ
れ
た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
給
与
支
払
報
告
書

を
給
与
受
給
者
の
平
成
30
年
１

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
町

村
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
提
出
期
限
は
平
成
30
年
１

月
31
日（
水
）で
す
が
、
早
め
の

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。）

　
ま
た
、
徳
島
県
と
県
内
市
町

村
で
は
、
平
成
31
年
度
よ
り
、

従
業
員
の
方
の
市
県
民
税
は
、

原
則
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）

で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
徳
島
県
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
も
し
く
は
、
市
公
式 

ウェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 問 ①②市役所税務課固定資産税担当 ☎684・1131　③同課市民税担当 ☎684・1129

【募集人数】３人（確定申告会場での受付など）
【雇用期間】平成30年１月18日（木）～３月31日（土）
※４月に数週間の更新予定あり。

【面接日】平成30年１月10日（水） 午前10時～
【問・申し込み】平成30年１月５日（金・必着）までに

市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入し、市
役所税務課市民税担当へ。

税務課（市民税担当）臨時職員を募集
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
介

護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
参
加
者
は
研
修
の

受
講
が
必
須
で
す
。
研
修
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

【
日
　
時
】12
月
19
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

【
場
　
所
】市
共
済
会
館
３
階
小

会
議
室

【
対
　
象
】要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護

保
険
料
の
滞
納
の
な
い
方

【
申
し
込
み
】研
修
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
役
所

長
寿
介
護
課
へ
。

問 市役所長寿介護課 ☎684・1175 FAX684・1321

高齢者の皆さん参加してみませんか
いきいき・なるとボランティアポイント事業

◆
研
修
後
の
流
れ

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
　

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

④
申
請
に
よ
り
転
換
給
付
金
が

も
ら
え
る

※「
う
ず
と
く
商
品
券
」と
交
換

で
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
指
導
・
参
加
支
援
、

食
事
づ
く
り
の
補
助
、
お
茶

出
し
や
食
堂
内
の
配
膳
・
下

膳
な
ど
の
補
助
、
散
歩
・
外

出
な
ど
の
補
助
ほ
か

【
活
動
場
所
】市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
老
人
保
健
施

設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

いじめ防止基本方針にご意見を
パブリックコメント募集

問 市教育委員会教育支援室 ☎686・8805

左
記
の
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
計
画
案
は
、

期
間
中
に
担
当
室
で
公
表
し
て

い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Pu
bl

ic 
co

m
m

en
t

鳴門市いじめ防止基本方針
の改訂について

【募集期間】12月11日（月）～
　　　　　平成30年１月15日（月）

【担当室】市教育委員会教育支援室
　〒772・0003 撫養町南浜字東浜31-36
　☎686・8805 FAX686・8793 Ｅメール：
　kyoikushien@city.naruto.i-tokushima.jp

【閲覧場所】市教育委員会教育支援室
【応募方法】住所・氏名・電話番号・意見

を記入し、持参・郵便・ファクス・Ｅメー
ルのいずれかで同室へ。

【対象者】①市内在住、在勤、在学の方
②市内に事務所または事業所がある個人

や法人、その他の団体
③この手続きに係る案件に利害関係があ

る方

松江豊寿所長の功績を後世に継承しよう
ガバメントクラウドファンディング事業寄付金募集中

資金調達支援

市
で
は
、
特
定
の
事
業
へ
の

支
援
を
目
的
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
不
特
定

多
数
の
方
か
ら
寄
付
金（
資
金
）

を
調
達
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に

引
き
続
い
て
松
江
豊
寿
顕
彰
碑

建
立
事
業
に
対
す
る
寄
付
を
募

集
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
】松
江
豊
寿
顕
彰
碑

建
立
事
業

【
事
業
内
容
】板
東
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所

の
所
長
と
し
て
、
ド
イ
ツ
兵

捕
虜
へ
の
人
道
的
な
処
遇
を

行
い
、
日
独
友
好
の
礎
を
築

い
た
松
江
豊
寿
の
顕
彰
碑

（
銅
像
）を
ド
イ
ツ
館
敷
地
内

に
建
立
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】12
月
１
日（
金
）～

平
成
30
年
２
月
28
日（
水
）

【
目
標
金
額
】２
０
０
万
円

※
記
念
品
代
な
ど
の
必
要
経
費

を
差
し
引
い
た
寄
付
金
額
の

50
％
を
、
事
業
実
施
団
体
で

あ
る
松
江
豊
寿
銅
像
建
立
実

行
委
員
会
に
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
本
事
業
に
い
た
だ
い

た
寄
付
金
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
記
念
品
な
ど
の
詳
細
は

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」内
の

本
事
業
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 問 市役所戦略企画課 ☎684・1120

松江豊寿所長

コ
ウ
ノ
ト
リ
周
辺
環
境
整
備

事
業
に
つ
い
て
の
寄
付
も
12

月
31
日（
日
）ま
で
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所

戦
略
企
画
課
ま
で
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
周
辺
環
境
整
備

事
業
寄
付
金
受
付
中
！
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

生
活・暮
ら
し

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
９
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

※
21
ペ
ー
ジ
に
年
末
年
始
の
業
務
案

内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３・７
５
７
０

今
月
の
納
期

固
定
資
産
税（
第
４
期
）、
国
民
健
康

保
険
料
、
介
護
保
険
料 

（
各
７
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

　
12
月
25
日（
月
）ま
で
に
市
役
所
税

務
課
、
保
険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

お
ゆ
ず
り
し
ま
す
　
※
無
料

◆
椅
子
型
マッ
サ
ー
ジ
機

◆
座
椅
子

る
記
録
を
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

郵
送
さ
れ
た
各
種
通
知
書
の
確
認
も

で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
徳
島
北
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 
同
事
務
所 

☎
６
５
５・０
２
０
０

年
金
事
務
所
で
の
年
金
相
談
は

予
約
制
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
予
約
制
を
利
用
す
る
と
、
お
客
様

の
都
合
や
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、

混
雑
時
間
帯
で
も
ス
ム
ー
ズ
か
つ
丁

寧
に
対
応
で
き
ま
す
。
な
お
、
ご
予

約
の
受
付
は
相
談
希
望
日
の
１
ヶ
月

前
か
ら
前
日
ま
で
で
す
。

【
予
約
受
付
の
実
施
時
間
】

①
月
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開

所
日
に
午
後
６
時
ま
で
行
い
ま
す
。

②
火
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

③
第
２
土
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
3
時

※
予
約
状
況
に
よ
り
、
希
望
に
添
え

　
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早

　
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
・
申
し
込
み
】徳
島
北
年
金
事
務

所（
☎
６
５
５･

０
２
０
０
）へ
。

な
ん
で
も
無
料
相
談
会
２
０
１
７

　
会
社
経
営
、
法
律
、
登
記
、
不
動

産
、
労
務
、
税
務
な
ど
幅
広
い
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】12
月
16
日（
土
）

◆
ス
テ
ィッ
ク
型
掃
除
機

◆
座
卓（
４
人
用
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
家
庭
用
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
機
材

問 
市
消
費
者
協
会

　 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

教
育
資
金
は「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）へ

　「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」と
は
、
高
校

や
大
学
への
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資

制
度
で
す
。
お
子
さ
ま一
人
に
つ
き
、

３
５
０
万
円
以
内
を
固
定
金
利（
年

１・７
６
％ 
11
月
10
日
現
在
）で
利
用

で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
５
７
０・０
０
８
６
５
６

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を

ご
存
知
で
す
か
？

　「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
年
金
加
入
記
録
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
利
用
で
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」を
利
用
す
れ
ば
、
24
時
間
い
つ

で
も
、
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
に
つ
い
て
、
自
分
の
年
金
記
録
を

基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
を
試
算

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
を
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
未
統
合
と
な
っ
て
い

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～

【
場
所
】ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
２
階

　
　
　
第
４・５
会
議
室

問 

県
士
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会

　 

☎
６
５
３・３
２
５
５

自
動
交
付
機
休
止
の
お
知
ら
せ

　
高
圧
電
源
設
備
の
点
検
に
伴
う
本

庁
舎
停
電
の
た
め
、
自
動
交
付
機
の

運
転
を
休
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
日
時
】12
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
前
８
時
～
正
午

問 
市
役
所
市
民
課

　 

☎
６
８
４・１
１
３
５

講
座・教
室・試
験
な
ど

兼
松
病
院
で
の
講
習
会

　
両
行
事
と
も
兼
松
病
院
で
開

催
。
問
い
合
わ
せ
は
同
病
院（
☎

６
８
５・４
５
３
７
）へ
。

■
乳
が
ん
・
甲
状
腺
の
特
別
講
習
会

【
日
時
】12
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
演
題
】乳
が
ん
の
最
新
手
術
・
早
期

発
見
の
た
め
の
乳
が
ん
検
診
ほ
か

【
講
師
】大
阪
大
学 

乳
腺
・
内
分
泌

外
科
講
師 

島
津 

研
三 

医
師

■
健
康
教
室「
の
ど
」の
健
康

【
日
時
】12
月
22
日（
金
）午
後
３
時
～

【
講
師
】看
護
師 

末
包 

若
世 

氏

　
　
　
看
護
師 

伊
藤 

初
美 

氏

生
活
・
暮
ら
し

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 
桑島第2B ４ 16,300～24,300円 ５階建 3DK・56.6㎡
高 島 Ａ ３ 25,000～37,200円 ４階建 3DK・66.0㎡
矢 倉 Ｄ １ 11,200～16,800円 ４階建 3DK・44.0㎡
矢 倉 Ｅ １ 11,500～17,100円 ４階建 3DK・44.0㎡

※矢倉団地には駐車場はありません。

▼  申し込みの際に、マイナンバーを利用する場合は、
　マイナンバー通知カードと本人確認書類を持参して
　ください。マイナンバーの利用方法や入居資格など、
　詳しくは市役所まちづくり課（☎684・1162）へお問
　い合わせください。

市営住宅の入居者募集 受付日：12月11日（月）、12日（火）　抽選日：12月1５日（金）

※入居は平成30年２月１日（木）からです。

14平成29年12月号



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

募
　
集

な
り
ま
せ
ん
か

「
自
衛
官
」

【
種
目
・
資
格
】

①
自
衛
官
候
補
生（
男

子
・
女
子
）＝
18

歳
以
上
27
歳
未
満

②
高
等
工
科
学
校
生
徒（
男
子
）

　
＝
17
歳
未
満
の
中
卒（
卒
業
見
込

み
可
）

③
貸
費
学
生（
技
術
）

　
＝
大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
３・

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
の
修
士
課

程
在
学
な
ど

【
受
付
締
切
日
】①
随
時
受
付
中

　
②
・
③
平
成
30
年
１
月
９
日（
火
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　 

☎
６
８
５･

５
３
０
６

無料相談
行政相談 日時  12月８日（金） 13：00～16：00 
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：山田　
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118

人権相談 日時  12月15日（金） 13：30～16：30
場所  北灘公民館
問 市役所人権推進課 ☎684・1423

成年後見制度相談 ※原則予約
日時  12月20日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175

成年後見・相続・遺言の相談 日時  12月８日（金） 
　13：00～15：00　 場所  旧鳴門ファミリー・サポー
　トセンター会議室（斎田公民館向かい側）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440

女性相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408

心配ごと相談 日時  毎金曜（29日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）
　　 ２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170

職業相談 日時  12月６日（水） 13：30～14：30
場所  市川崎会館１階相談室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270

身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144

NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200

消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776

法務相談※要予約 
日時  12月18日（月）15：00～17：00
場所  市消防本部３階会議室
内容  くらしの法務相談全般
問 四国市民法務サポート 森江 ☎080・4138・5462
　 Ｅメール：daizo-3@nifty.com 

年金相談 ※要予約
日時  12月21日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081

若者の就労相談会 ※要予約
日時  12月５日、12日、19日、26日（各火曜日） 
       13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション 
    ☎602・0553

認知症サポート医によるもの忘れ相談 
日時  12月27日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417

介護者家族の会による相談
日時  12月12日、26日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）
　　２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417

小
川
病
院 

糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

【
日
時
】12
月
９
日（
土
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
内
容
】「
低
血
糖
を
起
こ

し
や
す
い
糖
尿
病
治

療
薬
に
つ
い
て
」と
題

し
た
講
演
と
認
知
症
予
防
を
目

的
と
し
た
体
操
教
室
。

【
講
師
】薬
剤
師 

古
川 

智
章
氏

問 
同
病
院 

☎
６
８
６・２
３
２
２

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

　
糖
尿
病
食
の
試
食
会
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】12
月
12
日（
火
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

【
問
・
申
し
込
み
】12
月
８
日（
金
）ま

で
に
同
病
院（
☎
６
８
３･

０
０
１

　
１
）へ
。

　世界最大級の渦潮を有する鳴門海峡をまたいで、抜群のロケー
ションを自転車で味わいませんか。

【日時】 平成30年３月18日（日）①約120㌔コース：午前５時30分ス
　タート②約65㌔コース：午前８時スタート　※雨天決行

【スタート・ゴール】 ボートレース鳴門駐車場
【コース／参加料／定員】
■ 鳴門・南あわじグルッとコース（約120㌔）／9,500円／400人
　サイクルバスを利用し鳴門海峡を縦断してのサイクリング
■ 鳴門の海も山も満喫コース（約65㌔）／5,500円／600人
　鳴門市内の美しい自然を体感しながらのサイクリング

【参加資格】 16歳以上で、申し込むコースが完走できる方。大会規則・
　交通法規を遵守できる方で誓約書の内容を承諾された方。
※18歳未満は保護者の同意が必要。

【申込方法】 平成30年１月31日（水）までに、アマチュアスポーツ
　大会の検索またはエントリーサイト「スポーツエントリー」から
　お申し込みください。

【問い合わせ】
　報知新聞大阪本社事業部（☎06・7732・2016）

鳴門・南あわじ渦潮ファンライド開催

【日時】 12月15日（金） 午後₁時30分～３時30分
【場所】 市消防本部３階会議室
【講師】 徳島県教職員組合　元書記長
※手話通訳があります。
問 市役所人権推進課 ☎684・1148

第24回鳴門市人権セミナー
ヘイトスピーチ、差別・排除を許さない社会のために
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● 費用などの記載がない場合、無料です。

【
日
時
】12
月
７
日（
木
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

問  

由ゆ
き
な
か
岐
中

　 

☎
０
９
０・２
８
９
４・４
７
０
７

「
長
尾
敏
子
」板
ガ
ラ
ス
工
芸
展

　
板
ガ
ラ
ス
工
芸
家
と
し
て
県
下

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
同
氏
。
県
展
な
ど

の
入
選
作
品
約
30
点
の
展
示
即
売
。

【
日
時
】12
月
７
日（
木
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

「
中
川
存た
も
つ」作
品
展

ー
白
夜
の
国
の
バ
イ
キ
ン
グ
ー

　
独
自
の
化
学
染
色
で
世
界
的
に
有

名
な
同
氏
。
作
風
は
、
世
界
で
唯
一

と
言
わ
れ
、
今
回
の
展
示
作
品
は
、

約
40
点
。

【
日
時
】12
月
９
日（
土
）～
17
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 
☎
６
８
５・３
５
４
３

鳴
門
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
カ
レ
ン
ダ
ー

「
ナ
ル
ト
メ
イ
ド
」写
真
展

　
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
本
市
出

身
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、 「
う
ず
し

お
鳴
門
Ｐ
Ｒ
応
援
鯛
」の
高
橋
和
幸

氏
が
撮
影
し
た
写
真
の
展
示
。

【
日
時
】12
月
19
日（
火
）～
28
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

市
役
所
戦
略
企
画
課 

　 

☎
６
８
４・１
６
２
２

【
場
所
】斎
田
公
民
館

【
内
容
】ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
合
唱
、

　
絵
本
の
読
み
語
り
、
腹
話
術
な
ど

問 
黒
田 

☎
０
９
０･

２
８
９
５・２
８
７
０

第
49
回
北
灘
ま
つ
り

【
日
時
】12
月
10
日（
日
）午
前
10
時
～

【
場
所
】旧
北
灘
中
学
校

【
内
容
】獅
子
舞
、
エ
イ
サ
ー
、
瀬
戸

小
・
中
と
明
神
小
合
同
演
奏
会
、

も
ち
つ
き
、
た
こ
や
き
、
模
擬
店

問 
北
灘
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　 
☎
６
８
２・０
４
４
２

36
ｔ
ｈ「
細
川
政
廣
」個
展

～
気
ま
ま
に
、
ふ
ら
～
り
、
ス

ケ
ッ
チ
旅
。
地
中
海
篇
～

　
世
界
各
国
を
旅
す
る
同
氏
。
今
回

は
南
フ
ラ
ン
ス
、
地
中
海
を
旅
し
た

と
き
の
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
画
約
30
点
を

展
示
。

【
日
時
】12
月
28
日（
木
）ま
で

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】 カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

問 

同
所 

渡
辺 

☎
６
８
７・０
９
３
３

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階
催
し

第
１
回
か
つ
ゆ
き

か
ず
ら
作
品
・
美
術
工
芸
展

　
か
ず
ら
を
編
ん
で
作
っ
た
作
品
、

手
作
り
カ
バ
ン
、
箸
立
て
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
美
術
工
芸
品
を
多
数
展

示
し
ま
す
。

募
　
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
平
成
30
年
度
第
１
学
期（
４
月
入

学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
幅
広
い
世
代
の
方
が
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
専
攻
】心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど

【
出
願
期
間
】第
１
回
：
平
成
30
年
２

月
28
日（
水
）ま
で
　
第
２
回
：
平

成
30
年
３
月
20
日（
火
）ま
で

問 
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
０
２・０
１
５
１

催
し・イ
ベ
ン
ト

す
く
す
く
サ
ロ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
鳴
門
教
育
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】12
月
11
日（
月
）

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

【
場
所
】同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】０
～
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

【
定
員
】15
組

問 

同
大
学 

☎
６
８
７・６
１
０
２

子
育
て
サ
ロ
ン
・
ほ
っ
ぺ

ク
リ
ス
マ
ス
会

【
日
時
】12
月
21
日（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

■ 夜間の交通事故を防ごう
　ヘッドライトが点灯されているからといって、
ドライバーから歩行者や自転車利用者が見えて
いるとは限りません。自らの存在をドライバー
に知らせるため、歩行者・自転車利用者は明る
い服装で反射材を着用しましょう。

問 市役所市民協働推進課 ☎684・1394

徳島県交通安全メインタイトル

ゆとりもち
しわしわいかんで
阿波の道

年末年始の交通事故にご注意を
■ 「年末年始の交通安全県民運動」を実施

【期間】 12月10日（日）～平成30年１月10日（水）
　年末年始は交通量の増加に伴い、交通事故が
増加する傾向があります。

正月用品が豊富！歳末特別青空市
　お店でお買い物をするとスタンプが１つもらえ、スタ
ンプを３つ集めて、はずれなしの抽選会に参加できるス
タンプラリーも同時開催します。

【日時】 12月29日（金）～31日（日）
　　　 午前７時～午後３時

【場所】 市民会館前広場（売り切れ次第終了）
問 鳴門市青空市の会 ☎090・1325・0804

北灘町とドイツ兵の関係を収めた本が発刊

　北灘地区自治振興会では、ベートーヴェン「第九交響
曲」がアジアで初めて演奏された「板東俘

ふ り ょ
虜収容所」の開

所100周年を記念し、「北灘町における板東俘虜収容所ド
イツ兵の足跡 デイ・バラッケ 板東俘虜収容所新聞」を発
刊しました。見本は、市立図書館や最寄りの公
民館に備えていますので、ぜひご覧ください。
 　 北灘公民館 ☎682・0442問
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情報ガイド INFORMATION  GUIDE

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
ス
タ
ー
展

　
県
内
の
社
会
貢
献
活
動
団
体
の
活

動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
一
堂
に

展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
19
日（
火
）～
28
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

問 

と
く
し
ま
県
民
活
動
プ
ラ
ザ 

　 

☎
６
６
４・８
２
１
１

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

鳴
門
市
小
中
学
校
　
特
別
支
援
教
室

ひ
ま
わ
り
作
品
展
示

【
日
時
】12
月
９
日（
土
） ～
15
日（
金
）

こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
展

～
稲
刈
り
編
・
ス
ラ
イ
ム
編
～

　
子
ど
も
た
ち
が
体
験
し
た
行
事
の
写

真
や
参
加
者
の
感
想
を
展
示
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
16
日（
土
）～
28
日（
木
）

冬
の
お
は
な
し
ま
つ
り

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
絵
本
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】12
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

12
月
の
休
館
日

▼
１
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
５
日（
火
）

▼
12
日（
火
）

▼
19
日（
火
） 

▼
26
日（
火
）

▼
29
日（
金
）～
平
成
30
年
１
月
３

　
日（
水
）

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

▼ 12月１日〜 民生・児童委員、主任児童委員について

▼12月16日〜 年末年始の交通安全
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼ 12月１日〜 早
さ お と め

乙女姿の稲刈り／板東 公
いさお

（徳島市）

▼12月16日〜 吉野川の鮎／石川 光夫（吉野川市）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時〜
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時〜 

なるとドイツ館ライトアップ＋イルミネーション

　ドイツ館のライトアップをはじめ、約7.5万個の青・白・金色のＬ
ＥＤが幻想的なイルミネーションで
周辺を照らします。

【日時】 平成30年１月８日（月・祝）
　 までの午後５時から９時

【場所】 同館周辺
問 市役所戦略企画課 ☎684・1120

　広大な芝生広場
や複合遊具などで
人気の鳴門ウチノ
海総合公園で開催
する防災イベント。
家族そろって楽し
めるコーナーが盛りだくさんです。

【日時】 12月23日（土・祝）
　　　 午前10時〜午後４時
※荒天時は、24日に順延。

【場所】 鳴門ウチノ海総合公園
【内容】 地震を模擬体験できる起震車の

乗車、徳島発のオリジナルヒーローの
蒼
そうりゅうしん

竜神マヴェルショー、お絵かき「ア
クアリウム」、非常食試食体験、防災
関連車両の展示など

問 同公園 ☎687・3175

わくわく冬パーク
『2017防災体験ver』

▼ ウオーターファンタジー2017
　噴水やレーザー照射によって、水面に幻想的なイル
ミネーションを作り出します。

【日時】 12月2日（土）、３日（日）
　午後４時開場（全４回公演）
　①午後５時20分〜
　②午後６時30分〜
　③午後７時40分〜
　④午後８時50分〜

▼ 鳴門クリスマスマーケット2017
　ドイツのクリスマスマーケットをモデルに、ホット
ワインやソーセージなどの軽食、クリスマスグッズの
販売、ステージイベントを開催します。

【日時】 12月2日（土） 午前10時〜午後８時
問 鳴門商工会議所青年部 ☎685・3748

▼ G1大渦大賞開設64周年記念競走
　12月9日（土）〜14日（木）
イベントファンサービス ※全て、なるちゃんホールで開催。
●12月9日（土）
 ・植木通彦氏×瓜生正義選手トークショー
　午後0時32分頃〜
 ・徳永ゆうき演歌歌謡ショー
　①午前11時33分頃〜 ②午後２時3分頃〜
●12月10日（日）
 ・ボートレース鳴門専属ダンスチーム
　boranadanceパフォーマンスショー
　午後1時33分頃〜
 ・仮面ライダービルドキャラクターショー （観覧無料）
　①午前11時33分頃〜 ②午後２時3分頃〜
●12月14日（木）
 ・天津木村お笑いライブ
　①午前11時33分頃〜②午後２時3分頃〜

　リニューアルオープンしたボートレース鳴門で、さまざまなイベントを開催します。
鳴門クリスマスマーケット2017以外のお問い合わせは、ボートレース鳴門（☎685・8111）へ。

開催イベント

ボ ラ ナ ダ ン ス
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Health Info
健康相談

【日　時】12月６日（水）、12日（火）、
　　　　20日（水）、26日（火）
　　　　午前９時30分～11時30分

【場　所】鳴門ふれあい健康館１階
　　　　（旧老人福祉センター）

乳幼児健診
【場　所】 鳴門ふれあい健康館３階
　　　　　（旧老人福祉センター）
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 12月８日㈮
　対 平成26年６月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 12月21日㈭
　対 平成28年５月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 12月14日㈭
　対 平成29年２月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 12月14日㈭
　対 平成29年７月生まれ 受 13：20～13：40
■股関節脱臼検診  実 12月1５日㈮
　対 平成29年８月、10月生まれ 
　受 12：40～13：00

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はで
きません。当番医は変更となる場合が
あります。お問い合わせはテレホンガ
イド（☎685・3322）まで。

【診療時間】 午前９時～午後10時
※午後10時からは、徳島県鳴門病院など

二次緊急医療機関をご利用ください。
１２月３日（日）浜田皮ふ泌尿器科（斎田）
 ［皮・泌・性］ ☎685・5101
　　　　１0日（日）かわの内科アレルギー科（立岩）
 ［アレ・内］ ☎683・1355
　　　　１7日（日）大谷の里クリニック木漏れ日（池谷）
 ［外・内・肛］ ☎689・0910
　　　　２３日（土・祝）小川病院（斎田）
 ［内・糖・消］ ☎686・2322
　　　　２４日（日）鳴門山上病院（土佐泊浦）
 ［内・外・リハ］ ☎687・1234
　　　　３１日（日）岩朝病院（立岩）
 ［内・外・透］ ☎685・8855

マタニティー教室
【場　所】 子育て世代包括支援センター
■ いきいきマタニティー中期編

【日　時】 12月11日（月）
　　　　 午前10時～11時30分
■ いきいきマタニティー後期編

【日　時】 12月11日（月）
　　　　 午後２時～３時30分
※参加希望者は12月４日（月）までに表題
《子育て世代包括支援センター》へ。

　「食」についての講義や調理実習を通して、親子で「食べること」を
考えてみませんか。

【日　時】 平成30年２月10日（土）午前９時30分～午後１時
　※受付：午前９時1５分～

【場　所】 鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）３階
　　　　 中会議室・調理実習室

【内　容】①鳴門市食生活改善推進員のお話「バランスよく食べるに
は？３色分類を知ろう！」／②調理メニュー「おにぎり、変わり種
ぎょうざ、中華風ピーラーサラダ、コーンスープ、フルーツ白玉」

【対　象】 市内在住の幼稚園年長相当児とその保護者
　※お父さん、おじいちゃんの参加もお待ちしています！

【定　員】 10組（20人程度）
　※初参加者を優先。応募者多数時は選考（申し込み締め切り後、結果を送付）。

【参加費】１人５00円（当日集金）

おやこの食育教室おやこの食育教室

　12月1５日（金）までに、はがき、ファクスまたはＥメールに参加者氏
名、年齢、保育施設・幼稚園名、住所、電話番号を明記の上、表題《栄
養指導担当》へ。

問・申し込み

☆

おいしいレシピおいしいレシピ
たっぷりたっぷり野菜野菜

鳴門根菜と豚肉の
照り酢炒め

作  

り  

方

1	皮を剥いたレンコンと水洗いした皮つきのさつま芋を、 5ｍｍ厚
さの半月切りまたはイチョウ切りにし、水につけておく。

2	ピーマンとパプリカは、一口大の乱切りにしておく。
3	豚肉は食べやすい大きさに切っておく。
4	レンコンとさつま芋の水気を切り、薄く片栗粉をまぶしたら、

熱した油で揚げる。
5	揚げたレンコンとさつまいもは、キッチンペーパーの上で油を

切っておく。
6	フライパンに炒め油を敷き、ピーマン、パプリカ、豚肉を炒める。
7	豚肉に火が通ったら、レンコンとさつま芋を加えて、合わせた

調味料Aを回し入れて、味をなじませる。
8	お皿に盛りつけたら、洗って食べやすい大きさに切ったレタス

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

　鳴門のおいしい「レンコン」と「さつまい
も」を使ったおかずレシピ！「レンコン」に
含まれる栄養素は免疫力アップに役立ちます。
　また、 「レンコン」「さつまいも」、レシピで使う野菜には「ビタミ
ンＣ」が多く含まれているので、さらに免疫力アップ！風邪をひき
やすい、これからの時期にぴったりです。

材  

料  （
４
人
分
）

・レンコン ……………140g
・さつま芋 ……………120g
・片栗粉 ………… 大2・小2
・ピーマン …………… 60g
・赤パプリカ ………… 80g
・豚もも肉 ……………160g
・揚げ油 ………………適量

・炒め油 ………… 小さじ2
・上白糖 ………… 大1・小1
・濃口醤油 ……… 大1・小1
・酢 ……………… 大さじ2
・ゴマ …………… 小さじ2
・レタス ……………… 40g
・トマト ………… 中玉1個

A

成人のビタミンＣ摂取推
奨量100ｍｇのうち約3/4
の77ｍｇをこのレシピで
摂ることができます。
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・8501  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）内　市健康増進課、市子育て世代包括支援センター

年内に各種検診を受診しましょう
胃がん・大腸がん・歯周病検診の受診期間は12月３1日（日）まで

検診
案内

　胃がん検診、大腸がん検診、歯周病検診は12月31日（日）が受診期限（休診日は除く。）となっています。まだ申
し込みをしていない方や申し込まれた方で受診していない方は、忘れずに受診してください。

※本市で実施する検診は、医療機関または集団検診のどちらかで年１回受けられます。
　実施医療機関や集団検診などの詳細は、表題《成人保健担当》へお問い合わせください。
※胃がん検診（ＡＢＣ検査）は対象年齢中に１回のみとなります。

　本市に住民登録し、平成30年
３月31日を基準日として、上記
対象年齢に達している方
※胃がん（Ｘ線・内視鏡）・乳がん・

子宮頸がん検診は、平成28年
４月１日から29年３月31日まで
の間に受診していない方

①平成30年３月31日を基準日として、70歳に達している方
②65歳以上69歳以下で、障がい認定による後期高齢者医療受給者の方
③生活保護世帯に属する方
④市民税（当該年度）非課税世帯に属する方
※②③④に該当する方は、申し込みの際にお申し出ください。
　③④に該当する方は事前に市健康増進課での免除申請の手続きが
　必要です。

◎胃がん検診（ＡＢＣ検査）は検診料無料の対象外です。

対　象 検診料無料の方

▼ 平成29年度　医療機関での検診
検診種別 対象年齢 料金 受診期間 受診方法

市内委託
医療機関
での検診

胃がん（バリウム
によるＸ線検査） 50歳以上 2,900円

12月31日（日）まで

事前に市健康増進課へお申し込みくだ
さい。胃がん

（ＡＢＣ検査） 30〜49歳
500円大腸がん

（便潜血検査） 40歳以上 直接医療機関へ予約・問い合わせを。

歯周病検診 40歳、50歳
60歳、70歳 500円 事前に市健康増進課へお申し込みくだ

さい。

県内委託
医療機関
での検診

胃がん
（内視鏡検査） 50歳以上 4,100円 12月31日（日）まで

事前に市健康増進課へ
お申し込みください。乳がん 40歳以上

（女性） 1,500円 平成30年３月31日
（土） まで子宮頸

けい

がん 20歳以上
（女性） 1,200円

　対象となる方には、５月末に「無料クーポン券」
を送付しています。
　まだ利用されていない方は、この機会にぜひ検
診を受診しましょう。
※無料クーポン券を紛失された方は、表題《成人

保健担当》へご連絡ください。

※ 休診日は除く。

がん検診無料クーポン券は利用しましたか？
～子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券～

有効期限：12月31日（日）まで
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▼ 障がい者相談を実施しています
　本市では、障がい者本人や家族などが困っていること・悩んでいることへの相談対応や、障害福祉サービ
ス利用についての相談・支援ができるよう、相談支援事業を実施しています。お気軽にご相談ください。

〔相談支援事業所〕
　●地域活動支援センターオリーブの木 （撫養町大桑島字北の浜5３） ☎088・685・5524
　●愛育会地域生活総合支援センター （松茂町満穂字満穂開拓50-5） ☎088・699・4143
　●障がい者生活支援センター凌

りょううん

雲 （藍住町矢上字安任56-5） ☎088・693・1117

行政機関や民間事業所などは、
「合理的配慮の不提供」と「不当な差別的取り扱い」が禁止されています

合理的配慮の不提供 不当な差別的取り扱い
　障がいのある人から何らかの配慮を
求める意思の表明があったにもかかわ
らず、合理的な配慮をしないことです。

【事例】
聴覚障がいの方から配慮を求められた
際に、筆談などの対応を行わない。
視覚障がいの方から配慮を求められた
際に、読みあげなど対応を行わない。
など

　正当な理由がないのに、障がいがあ
るということで、サービスなどの提供
を拒否したり、制限したり、障がいの
ない人にはつけない条件をつけたりす
ることです。

【事例】
障がいのあることを理由にアパートの
契約を断る。
車椅子の利用を理由に入店を断る。など

問 市役所社会福祉課 ☎088・684・1145
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第
50
回 

鳴
門
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
実
施
し
ま
し
た

　
10
月
29
日
、鳴
門・大
塚
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
の
ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル
で
、「
第
50

回
鳴
門
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
市
と
市
身
体
障
害
者
連

合
会
が
主
催
す
る
、
障
が
い
の
あ
る
方
も

な
い
方
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
め
る
大
会

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
交
流
の
場
を

つ
く
る
こ
と
と
、
市
民
の
方
に
障
が
い
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
第
50
回
と
な
る
今
大
会
は
、
市
内
の
施

設
や
事
業
所
か
ら
１
８
０
人
を
超
え
る
方

が
参
加
し
、
玉
入
れ
や
パ
ン
食
い
競
争
、

阿
波
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
会
の
運

営
に
当
た
っ
て
、
施
設
や
事
業
所
の
方
か

ら
協
力
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
市
内
の
中

学
校
、
高
校
の
生
徒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
会
は
無

事
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
台
風
の

関
係
で
、
午
前

中
の
み
の
開
催

と
な
り
ま
し
た

が
、
た
く
さ
ん

の
方
の
活
気
に

あ
ふ
れ
た
、
素

晴
ら
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら「
障
害
者
差

別
解
消
法
」が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
法
律
は
、
行
政
機
関
や
民
間
事
業
所
な

ど
で
の「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
」を

な
く
し
、
す
べ
て
の
人
が
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

障
が
い
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
平
成
24
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
、

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」で
は
、
障
が
い
者

に
対
す
る
虐
待
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、

虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
身
近
な
自
治
体
に

届
け
出
や
通
報
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談

や
通
報
は
、
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー（
☎
０
８
８・６
８
４・１
７
２
５
）へ
。

　障がいについて理解を深め、お互いの人格と個性を尊重して支え合い、誰もが
地域でいきいきと安心して暮らすことができるまちをつくりましょう。

12月３日～９日は「障がい者週間」です

【
虐
待
の
主
な
内
容
】

身
体
的
虐
待

　
暴
力
な
ど
に
よ
り
、体
に
傷
や
あ
ざ
、

痛
み
を
与
え
た
り
、
体
を
縛
り
つ
け
た

り
す
る
な
ど
動
き
を
抑
制
す
る
。

心
理
的
虐
待

　
脅
し
た
り
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な
ど

に
よ
り
、
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
る
。

放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
食
事
や
入
浴
な
ど
身
辺
の
世
話
や
介

助
を
し
な
い
。
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
や
教
育
を
受
け
さ
せ

な
い
こ
と
で
、
身
体
・
精

神
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
。

経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年
金
を

使
っ
た
り
、
本
人
が
希
望
す
る
お
金
の

使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
。

性
的
虐
待

　性
的
な
行
為
や
そ
の
強
要
を
す
る
。

（
表
面
上
は
同
意
し
て
い
る
よ
う
で
も
、

本
心
か
ら
の
同
意
か
を
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。）



　市役所の一般事務は12月29日（金）から
平成30年１月３日（水）まで休業します。
　ただし、一部の業務は次のとおり行います。

▼ごみの収集と持ち込み
　12月29日（金）は平常どおり。30日（土）は午前８時30
分から正午まで持ち込み受け付け。
問 市クリーンセンター 
　 ☎088・683・7570
▼し尿の収集
　12月28日（木）まで受け付け、収集は29日（金）まで。
１月５日（金）から平常どおり。
問 鳴門市清掃協同組合
　 ☎088・685･1685
▼市民課への届け出・自動交付機
○届け出（死亡届・出生届・婚姻届など）…
　守衛が受領しますので市役所本庁舎の南側玄関西

側職員用出入口からお入りください。
○自動交付機…
　12月29日（金）、30日（土）は午前７時から午後10時

まで住民票、印鑑証明書が発行可能。
問 市役所市民課
　 ☎088・684・1092（12月28日まで）

▼上水道の修繕
　修繕は年末年始に関係なく行います。壊れたとき
は市企業局水道事業課（☎088・685･3330）へ。
▼火葬場
　12月29日（金）、30日（土）は平常どおり。12月31日（日）、１
月３日（水）の火葬開始は正午（受け付けは午前10時）まで。
問 市火葬場  ☎088・686・3065
▼市内路線バス
　地域バス、徳島バスともに土・日・祝日ダイヤ。
※大麻線は１月１日（月・祝）から３日（水）までドイ

ツ館を経由しません。
問 地域バス：市役所戦略企画課
　 ☎088・684･1013（12月28日まで）
　 徳島バス：徳島バス㈱鳴門営業所 ☎088・685･0115
▼ドイツ館、賀川豊彦記念館
　12月28日（木）から31日（日）まで休館。１月１日

（月・祝）から平常どおり。
問 ドイツ館 ☎088・689･0099
　 賀川豊彦記念館 ☎088・689･5050

年末年始の
市役所業務

12/29～1/3

若い人も大歓迎！一緒に活動してみませんか

なると観光ボランティアガイド
第11期受講生募集

【受講期間】平成30年１月24日（水）まで
【対　象】市内在住、在学、在勤の18歳以上の方（高

校生不可）
【定　員】20人程度
【内　容】実地研修を中心に、「鳴門市について」や

「観光ガイド見学」などの講座を開設
【費　用】3,000円（資料代など）
【申し込み】12月８日（金）まで

に市うずしお観光協会へ。

 問 市うずしお観光協会 ☎088・684・1731

受講生
募集

なると観光ボランティアガイド養成講座
～おもてなしの心でお接待～

11月15日、うずしお会館で、「なると観光ボラン
ティアガイド」第11期生養成講座の開講式が

行われました。なると観光ボランティアガイド会は、
平成20年に発足以来、鳴門が誇る歴史、伝統、観光
資源に関する知識を学び、鳴門市を訪れる観光客の
方におもてなしの心で観光案内を行っています。
　開講式では、なると観光ボランティアガイド会の

野口会長より「ともに
学び、鳴門を愛し、楽
しく活動しましょう」
とあいさつがあり、３
人の新たな受講生は、
熱心に講義を聞いてい
ました。

「なると観光ボランティアガイ
ド」養成講座の様子
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まちづくり活動

応援補助金事業

市民が考えた地域活性化事業

【日　時】平成30年２月25日(日) 
　　　　受付：午前８時30分～
※荒天の場合、３月11日(日)に順延。

【場　所】鳴門ウチノ海総合公園
【種　目】
■競技の部
①小学生男女…各２㌔　②中学生男女…各３㌔
③高校生･一般女子…４㌔　④高校生･一般男子…６㌔
■体力づくりの部　男女各5㌔、10㌔
※今大会より各種目の受付終了・出発時間および「体

力づくりの部」のコースを一部変更しています。
詳しくは市公式ウェブサイトまで。

【参加資格】小学校3年生以上で、申込規約に同意し
た方

【参加費】一般1,500円、中・高校生700円、
　　　　小学生500円

【表彰など】各部８位までの表彰に加え、市制施行70
周年を記念し、参加者全員に参加賞があります。

シニアの地域デビュー講座Part２
～基礎から学ぶ地域コミュニティに
役立つ会計講座～

　簿記の重要性や基本的な知識について、「家計簿」
会計から少しステップアップした複式簿記に触れ
て、財務・会計の基礎を学べる
講座を開催します。

【日　時】12月９日（土）
▶基本編：午前10時～正午
▶応用編：午後１時～３時

【場　所】うずしお会館２階第２会議室
【講　師】税理士法人ベルダ
　公認会計士・税理士　林　健太郎氏

【対　象】地域コミュニティ活動に関心のある方
【定　員】30人（先着順）
【費　用】無料
【問・申し込み】12月５日（火）までにＮＰＯ法人ジョブ

ＯＢネットワーク 仁尾 （☎090・8691・1085）へ。

　「第３回朗読カフェin第九の
杜」として、「板東俘

ふ り ょ

虜収容所」の
史実を元に書かれた書物や紙芝
居の朗読と、「第九」に関する講
演会を開催します。

【日　時】
▶朗読の部：12月９日（土）午後１時～
▶講演の部：12月10日（日）午後２時～
　演題：「バンドーの奇

き せ き

蹟」
　講師：会津第九の会 会長 小熊 慎司氏
※両日とも午前９時30分から「第５回Narutoジョイ

フル子ども音楽祭」を開催します。
【場　所】鳴門教育大学講堂
問 音楽劇「バンドー少年物語」実行委員会　事務局
　 冨士☎090・1576・2674

第九だいすき♪鳴門だいすき♪
～第３回朗読カフェin第九の杜～

鳴門市市制施行70周年記念事業

鳴門の美しい景観を眺めながらコースを駆け巡りませんか

第45回
鳴門クロスカントリー大会

参加者
募集

なお、「体力づくりの部」参加者には記録証を進呈
します。

【申込方法】平成30年１月26日(金)までに、大会要項
（パンフレット）に付属の「払込取扱票」に必要事
項を記入の上、郵便局窓口またはゆうちょ銀行Ａ
ＴＭで参加申込料を添えてお申し込みください。
大会要項（パンフレット）は、市役所本庁１階案
内や市教育委員会体育振興室などに設置してい
ます。

問 市教育委員会体育振興室 ☎ 088・686・8804

第２回朗読カフェ
in「第九の杜」の様子

22平成29年12月号



土俵の上で真剣勝負
わんぱくこんぴら相撲大会開催

　11月11日、金刀比羅神社（木津）でわんぱくこんぴら相撲が
開催されました。大会には幼稚園児と小学生の約105人の男女
が参加。行司の「はっけよい、のこった！」の掛け声がかかると、
子ども力士たちは元気いっぱいの取組を見せました。
　勝って大喜びする子どもや負けて悔し涙を流す子ども、精
いっぱいの結果に満足する子どもなど、真剣勝負とあって力士
たちの表情もさまざま。手に汗にぎる迫力ある取組に、観客
席から大きな声援と拍手が送られていました。

11月11日

両者一歩も引かない熱戦を繰り広げていました

チームでつないだ42.195㌔
第３回鳴門リレーマラソン in 鳴門教育大学

11月５日

　11月５日、鳴門教育大学で大学内に設置された１周約1,055
㍍のコースをチームで交代しながら40周し、フルマラソンと
同じ距離を走る「第３回鳴門リレーマラソン」が開催されました。
当日は県内外から70チーム・783人が参加し、今大会は市制施
行70周年を記念し、ゲストランナーとして本市出身で世界陸上
競技選手権大会銀メダリストの市橋 有

あ り

里さんと、（株）よしもと
クリエイティブ・エージェンシー所属のお笑い芸人、麒

き り ん

麟の田
村 裕

ひろし

さんも初参加し、参加者と一緒にレースを楽しみました。

温浴施設がプレオープン ※11月22日フルオープン

雇用創出と市民の健康増進のために

11月13日

　11月13日、ボートレース鳴門「まちづくりエリア」に温浴施設が
プレオープンし、落成式が行われました。同施設は、市が温浴
施設の誘致を進めた結果、総合レジャー業のノヴィル株式会社
より応募があり、整備を進めてきたものです。市の総合戦略「な
ると未来づくり総合戦略」にも「まちづくりエリア活用による雇用
創出」および「市民の健康増進」として位置づけています。当日は、
関係者が鏡開きでプレオープンを祝った後、鳴門市民の先行利
用が始まり、施設内は多くの人でにぎわいを見せていました。鏡開きで落成を祝いました

チームをつなぐ「たすき」を肩に一斉に走り出す参加者
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藍染ファッションショー
来年10月 開催決定

「
学
校
に
は
い
ろ
い
ろ
な
子

ど
も
が
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
思
っ
て
い
る
こ
と
は
違
う
よ

う
で
も
、
み
ん
な
先
生
に
認
め
ら

れ
た
い
、
愛
さ
れ
た
い
と
心
の
底

で
は
思
っ
て
い
る
も
の
。
だ
か
ら

こ
そ
、
先
生
は
愛
情
を
注
ぎ
、
子

ど
も
の
心
を
愛
で
満
た
す
こ
と
が

大
切
な
ん
で
す
」。

　
藤
澤
さ
ん
は
、
鳴
門
市
の
小
学

校
で
20
年
、教
育
研
究
所
で
10
年
、

四
国
大
学
で
23
年
と
長
い
間
、
教

育
の
分
野
で
活
躍
し

て
き
ま
し
た
。

「
私
の
人
生
の
原
点

は
教
育
で
す
。
子
ど

も
た
ち
は
澄
ん

だ
瞳
を
し
て
い

ま
す
ね
。
そ
の

ま
ま
真
っ
直
ぐ

に
伸
ば
す
の
が

大
人
た
ち
の
役

目
」と
教
育
者
と
し
て
の
熱

い
一
面
を
覗
か
せ
ま
す
。

　
教
諭
時
代
の
経
験
を
活

か
し
、
教
育
図
書
の
発
刊

や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
教
育
番
組
の

制
作
に
携
わ
る
な
ど
、
教

育
界
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
、全
国
各
地
を
飛
び
回
っ

て
い
た
頃
、
勤
務
先
の
四
国
大
学

で
出
合
っ
た
の
が
藍
染
で
し
た
。

講
演
先
で
は
、
忙
し
い
合
間
を

ぬ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
染
色
方
法

を
学
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ

し
て
、
平
成
13
年
、
鳴
門
市
で
染

色
教
室「
彩

い
ろ
ど
り」を

開
講
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、
30
代
か
ら
90
代
ま

で
の
約
90
人
。
生
徒
自
ら

が
デ
ザ
イ
ン
・
染
色
し
た

衣
装
を
身
に
ま
と
っ
て
出

演
す
る
藍
染
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
は
、
客
席
が
満

席
に
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況

ぶ
り
。
現
在
は
、
来
年
10

月
に
市
文
化
会
館
で
開
催

予
定
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
に
向
け
て
、
ド
レ

ス
や
着
物
２
０
０
点
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
生
徒
は
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
自
分
を
表
現
す
る
こ
と

が
人
生
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
パ
ワ
フ
ル
で
輝
い

て
い
る
。
そ
の
姿
が
お
客
さ
ん
を

勇
気
づ
け
、
私
も
頑
張
ろ
う
、
私

も
輝
き
た
い
っ
て

い
う
気
持
ち
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と

思
う
ん
で
す
」。

　
取
材
の
最
後
に

「
次
回
は
、
私
で
は

な
く
生
徒
た
ち
の

活
躍
ぶ
り
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
」と
藤

澤
さ
ん
。
生
徒
に

愛（
藍
）を
注
ぐ
そ

の
姿
は
教
育
者
の

鑑
で
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.27 四国大学名誉教授
 藤  澤  千 代 子 さん ［ 大桑島 ］

　ふじさわ・ちよこ。1930年生まれ。鳴門
市内の小学校で理科教諭として勤務した
後、同市教育委員会など教育分野の第一線
で活躍。その後、四国大学で教授として勤
務、現在は四国大学名誉教授。平成13年に
染色教室「彩」を開講し、奉仕活動にも尽力
している。

■染色教室「彩」：キョーエイ鳴門駅前店4階
　連絡先：山口 ☎090-1175-3156

鳴門の中心で
藍を染めるFujisawa

Chiyoko
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